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　「ルールづくり」の単元は，学習指導要領（社会科［公民的分野］）の大項目


「（１）私たちと現代社会」の中項目「イ 現代社会をとらえる見方や考え方」で実施する。


　学習は２～３時間で編成しており，第１プランと第２プランの２種類のプランを作成した。


　第１プランは，「ごみ収集に関するルールを作ろう」と題して２時間で構成し，第２プランは，「マンションのルールを作ろう」と題して３時間で構成した。





単元の位置付け








①ルールについての関心を高め，社会生活におけるルールの意義について考える態


度を養う。


②ルール作成による紛争解決を通じて，社会生活における取決めの重要性，


集団内の個人の自由を保障するためのルールの必要性，それを守る意義について考えさせる。


③事例の望ましい解決策（ルール）を作成し表現させる。


④作成したルールについて，合理的に考察し評価することができる。





小単元①　「ごみ収集に関するルールを作ろう」（２時間：第１プラン）の構成


　第１時　「ごみ収集に関するルールを作ろう」


　第２時　「ごみ収集に関する町内会規約を作ろう」


小単元②　「マンションのルールを作ろう」（３時間：第２プラン）の構成


　第１時　「ルールの機能と望ましいルールの要件は何か」


　第２時　「マンションの紛争を解決するルールを作ろう」


　第３時　「ルールについて評価し討論しよう」


※第１プラン又は第２プランの内容を選択的に利用することを想定している。





単元の目標








単元の構成








大項目　「（１）私たちと現代社会」


中項目　「イ 現代社会をとらえる見方や考え方」





単元





第２





❶「ごみ収集に関するルールを作ろう」の概要


ア　第１時　「ごみ収集に関するルールを作ろう」


　第１時の授業では，「ごみ収集に関するルールを作ろう」というテーマのもと，ルールのもつ機能（秩序維持機能・紛争解決機能）について学んだ上で，ルール作成時の視点を踏まえ，町内会で起こった，ごみ収集場所をめぐる紛争の解決策を考える。具体的には，実際に，ごみ出しの経験をした後，架空の町内会を設定して，利害が対立するいくつかの立場に立って，ごみ収集場所をどこにするか考える学習を行う。


　実際の学習の流れは次のようになる。


　①ごみ出しについて自分の経験を発表する。


　②ルールが何のためにあるかを考える。


　③よいルールの条件を考える。


　④ごみ収集場所をどこにするかをいくつかの立場に分かれて考える。





イ　第２時　「ごみ収集に関する町内会規約を作ろう」


　第２時の授業では，「ごみ収集に関する町内会規約を作ろう」というテーマのもと，第１時の立場をばらして編成したグループごとに，それぞれの立場の意見を踏まえながら，話し合い活動を行って望ましい町内会規約を検討する学習を行う。


　実際の学習の流れは次のようになる。


　①話し合い活動を行い，グループとしての規約案を検討する。


　②グループごとに，作成した町内会規約を発表する。


　③グループの町内会規約が望ましいルールかどうか評価する。


　④ルールの機能，望ましいルールの要件を確認する。





単元の指導計画








❷「マンションのルールを作ろう」の概要


ア　第１時　「ルールの機能と望ましいルールの要件は何か」


　第１時の授業では，「ルールの機能と望ましいルールの要件は何か」というテーマのもと，日常生活に見られるルールの中で受け入れることのできるルールとは，どのようなものかを考える。具体的には，生徒が日常生活の中で出会うトラブルを解決するルールを想定し，その適否を考えることを通して，ルールの機能と望ましいルールの要件を考える学習を行う。


　実際の学習の流れは次のようになる。


　①ルールは何のためにあるか考える。


　②ルールの具体例を検討する。


　③それぞれのルールの問題点を考える。


　④ルールの問題点をどのように改善すればよいか考える。


　⑤ルールが適正となる要件を整理する。





イ　第２時　「マンションの紛争を解決するルールを作ろう」


　第２時の授業では，「マンションの紛争を解決するルールを作ろう」というテーマのもと，架空のマンショ


ン住人間の紛争を設定し，解決のためのルールを考える。具体的には，マンションでのペットの飼育につい


て紛争が発生していると想定し，その紛争を解決するルールを考える学習を行う。


　実際の学習の流れは次のようになる。


　①マンションでのペットの飼育について住人間に紛争が生じていることを確認する。


　②ペットを飼育している住人や隣接する部屋に居住する住人の状況を確認する。


　③グループに分かれて解決策を考える。


　④各グループで考えた解決策を生徒各自で評価する。


　⑤各グループで考えた解決策について話し合う。





ウ　第３時　「ルールについて評価し討論しよう」


　第３時の授業では，「ルールについて評価し討論しよう」というテーマのもと，第２時の授業で決定された


解決策が適正かどうかを評価する。具体的には，第１時で学習した，「ルールが適正となる要件」をもとに解


決策を評価する学習を行う。


　実際の学習の流れは次のようになる。


　①第１時の授業で学習した，「ルールが適正となる要件」を確認する。


　②グループで決定した解決策を生徒各自が受け入れることができるか検討する。


　③新たな問題状況を設定し，現在の解決策で問題が解決されない場合の対応を考える。





単元





第２





　中学校学習指導要領（特別活動）第５章の第２の〔学級活動〕の２「内容」及び


その解説にも，ルールづくりに関連した指導内容が示されている。「ア 学級や学校に


おける生活上の諸問題の解決」を実施するにあたっては，生徒自身が集団の一員で


あるという自覚と責任感をもち，その中で生まれてくる様々な問題を話し合って解


決したり，役割を分担し合って処理したりすることが必要であり，そのための組織や係が生徒会活動とも連携を図りながら，自発的，自治的な活動を進めていくことが大切とされている。また，「イ 学級内の組織づくりや仕事の分担処理」，「ウ 学校における多様な集団の生活の向上」を実施するにあたって，その指導の工夫の一つとして，「ルール」に関する題材の設定が例示されている。


　本教材を活用して実施された法教育の授業と，上記した特別活動の実施とを関連させることで，「実社会でのルールづくり」とつながることを生徒に実感させることも期待される。





特別活動と本教材を活用した授業との関連付け











